
ブラックホールのエコーロケーション

１．ブラックホールを「見る」もう一つの方法

こうもりは超音波を発して周りの空間を把握します。レーダーは電波を放射して対

象物の大きさや距離を測定します。私たちも手をたたいて反射音を聴けば、暗闇の

中でも部屋の形や広さが推測できます。「エコーロケーション」という方法です。

光を出さないブラックホールについても、同様の方法で周囲の構造が「見える」よう

になってきました。

イベント・ホライズン・テレスコープＥＨＴが観測した「ブラックホール・シャドー」とはま

た違う、もう一つの「ブラックホールを見る」方法です。

２．Ｘ線観測衛星ＸＭＭ‐Ｎｅｗｔｏｎ

ヨーロッパ宇宙局ＥＳＡのＸ線観測衛星ＸＭＭ‐Ｎｅｗｔｏｎは、活動銀河ＩＲＡＳ１３２２４‐

３８０９（距離１０億光年）および渦巻銀河Ｉ Ｚｗｉｃｋｙ１（距離８億光年）の中心ブラッ

クホールからのＸ線エコーを観測しました。

突発的なＸ線フレアをブラックホール周りのガスの渦（降着円盤）が反射する際、

どこで反射されるかによってＸ線スペクトルが変わります。また、ブラックホール周りの

空間のゆがみのせいで、地球に届く時間も変わります。

Ｘ線観測衛星はＥＨＴほどの解像度はありませんが、どこで反射されたＸ線が、いつ

図１ Ｘ線エコーロケーション概念図 ＠ＥＳＡ

天文の話題

１０



届いたのかを観測することで、ブラックホール周りの空間の様子を知ることができるの

です。

逆にＥＨＴはＭ８７や天の川銀河中心ブラックホールのように、見かけのサイズが大

きなものしか観測ターゲットにできませんが、Ｘ線エコーロケーションは、サイズに関係

なく観測の可能性があります。銀河中心ブラックホール観測の新しい目です。

★原典：

・ ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｅｓａ.ｉｎｔ／Ｓｃｉｅｎｃｅ_Ｅｘｐｌｏｒａｔｉｏｎ／Ｓｐａｃｅ_Ｓｃｉｅｎｃｅ／ＸＭＭ‐

Ｎｅｗｔｏｎ_ｍａｐｓ_ｂｌａｃｋ_ｈｏｌｅ_ｓｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇｓ

・ ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｅｓａ.ｉｎｔ／ｅｓｅａｒｃｈ?ｑ＝ＸＭＭ‐Ｎｅｗｔｏｎ+ｓｅｅｓ+ｌｉｇｈｔ+ｅｃｈｏ+

ｆｒｏｍ+ｂｅｈｉｎｄ+ａ+ｂｌａｃｋ+ｈｏｌｅ

※オマケ：数字の数だけ黒く塗りつぶしてください。何の絵が浮かび上がるでしょう？
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